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9．研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

ペンタセン前駆体である PDK の溶解性を向上させ、塗布変換型トランジスタへと応用するために PDK へ

アルキル基の導入を行い、2,3,9,10 位にアルキル基を有する alkylated-PDK (Et-PDK, Pr-PDK, Hex-PDK)
の合成に成功した。合成した Et-PDK, Pr-PDK, Hex-PDK に青色光を照射することによってそれぞれ対応

する Et-PEN, Pr-PEN, Hex-PEN へと変換した。光反応を UV-Vis, NMR, IR を用いて追跡した結果、定量的

に進行していることを確認した。また、薄膜での光反応の進行も確認した。次に Et-PDK を用いて塗布変

換型 OFET を作成した。測定の結果、トランジスタ特性を観測することはできなかった。そこで原因を追

求するために、薄膜の AFM を測定したところペンタセンと比べて結晶成長において明確な差異が認めら

れた。PDK からペンタセンを作成した場合、光反応に伴ってペンタセンの結晶成長が確認できた。しかし

ながら、Et-PDK から Et-PEN を作成した場合、光反応が進行しても結晶成長を確認することができなか

った。この結果より Et-PEN の結晶性の低さが電荷輸送を阻害しているものと考えられる。また、結晶性

の違いは結晶からの蛍光によっても確認できる。ペンタセンの場合、会合に由来する発光が 675~800 nm
に観測できる。しかし、Et-PEN の場合は会合に由来する発光を確認することができなかった。ペンタセ

ンは結晶性の高い材料であり、その結晶性が短いエチル基の導入によって大きく弱められることは興味深

い。結晶中での弱いπ-スタッキングを生かし、alkylated-PEN の OFET や OPVC への応用が期待できる。 
機薄膜太陽電池への応用が期待できる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．キーワード 

(1)  ペンタセン             (2)    光反応                (3)  有機電界効果トランジスタ     (4)                          

(5)                         (6)                          (7)                        (8)                                     



 

 

11．現在までの達成度 
 下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、 
その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。 
（区分） 
（理由）平成 24 年度が最終年度のため、記入しない。 
 
 

 
12．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点 
があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し 
ないこと。 
平成 24 年度が最終年度のため、記入しない。 
 
 
 
 

 
13．研究発表（平成２４年度の研究成果） 
 
※ 「13．研究発表」欄及び「14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況」欄において記入欄が不足する 
   場合には、適宜記入欄を挿入し、それによりページ数が増加した場合は、左端を糊付けすること。 
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掲載論文の DOI（デジタルオブジェクト識別子）  
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 〔学会発表〕計（4）件  うち招待講演 計（0）件 

発 表 者 名 発  表  標  題 
勝田修平、大橋知佳、中山健一、山

田容子 
光反応を用いた 2,3,9,10-テトラアルキルペンタセンの合成と半導体特
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学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
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末端部位に置換基を有するペンタセンの光による合成 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
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 〔図 書〕 計（ 0）件 

著 者 名 出 版 社 
  

書  名 発 行 年 総ページ数 
      

 
14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
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15．備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 
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